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18B区←今回の調査区

15区

15区

石を集めた炉跡がたくさん！（集石炉跡） 床に石を敷いた住まい（敷石建物跡） 子孫繁栄を願って…（石刀）

16B区 16A区

16A区

18C区

境川

境川

18C区

18A区

県道10号設楽根羽線

（詳しくは裏面に！）

設楽ダム事業により影響を受ける遺跡

常時満水437mの範囲

たき せ
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しゅうせきろあと しきいしたてものあと せきとう
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滝瀬遺跡 18C 区

　滝瀬遺跡（たきせいせき）18C 区

では、縄文時代後期から晩期前

半（約４千年前から３千年前）

のさまざまな遺構が見つかって

います。境川に面した斜面は、

石を並べたり、土器を埋めたり

❹する営みが繰り返し行われた

ようです。少し離れた場所では、

竪穴建物跡（たてあなたてものあと）の

石囲炉跡（いしがこいろあと）❷や貯

蔵穴（ちょぞうけつ）❺のほかにも、

装飾した石刀（せきとう）❻や石皿
（いしざら）❸、赤色の顔料も見つ

かっていることから、この辺り

は祈りを捧げる神聖な場所だっ

たのかもしれません。

　さらに、縄文時代早期（８千

年前）と思われる石を集めた炉

跡？❶も見つかっています。

縄文時代の川辺の営み

平らな石を集めた炉跡？ 石で囲った炉跡

貯蔵用の穴の上面の石 石の下から土器が… 掘り上がった状態

はっきりと窪みがある石皿 斜面に立てて埋めた土器

斜面に無数に散らばった石の中には、

意図的に集めたり、並べたりした部分も

あるようです。（配石遺構（はいせきいこう）、

または集石遺構（しゅうせきいこう））。

江戸時代以降の伊那街道

境川
県道 10 号
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たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

せきぞく こくようせき

たてあなたてものあといしざら いしざら だいいしすりいし

たてあなたてものあと

竪穴建物跡１
たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

しゅうせきろあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと
たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

竪穴建物跡２

竪穴建物跡４

たてあなたてものあと

竪穴建物跡３

竪穴建物跡５

（礫が露出）

（礫が露出）
（礫が露出）

竪穴建物跡６

竪穴建物跡７
竪穴建物跡８

竪穴建物跡９

たてあなたてものあと

竪穴建物跡 10

集石炉跡

竪穴建物跡１
たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

しゅうせきろあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと
たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

たてあなたてものあと

竪穴建物跡２

竪穴建物跡４

たてあなたてものあと

竪穴建物跡３

竪穴建物跡５

（礫が露出）

（礫が露出）
（礫が露出）

竪穴建物跡６

竪穴建物跡７
竪穴建物跡８

竪穴建物跡９

たてあなたてものあと

竪穴建物跡 10

集石炉跡

敷かれた縄文土器

焼け残った建築材

しっかり掘り込んだ竪穴建物跡１

竪穴建物跡３の縄文土器

重なり合う竪穴建物跡２・３

竪穴建物跡４の土器と石器

竪穴建物跡９の石器など

竪穴建物跡２の縄文土器

焼けた石を集めた施設（早期？）

敷かれた縄文土器（後期）

かなり立派な黒曜石の刃物五角形とえぐりが特徴の石鏃

大量の石器や土器が出土！

大量の石器や土器が出土！

木の実を加工する石皿や磨石が出土 ２mほどの小型の竪穴建物跡７ 石皿・台石を集めた穴

竪穴建物跡８を確認したところ
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　滝瀬遺跡（たきせいせき）18B 区では、県道から 15mも登った

丘陵上の南西向き斜面で、合計 10基もの竪穴建物跡（たてあな

たてものあと）❶～が見つかりました。竪穴建物跡には重なり

合うもの❸もあります。建物は 40mほどの範囲に広がり、

大きさは大きいもので５ｍほど❽、小さいものは２ｍで、

多くは３ｍから４ｍの大きさです。しかし、これらの竪穴建

物跡は、しっかりと掘り込まれたもの❶・❸もありますが、

煮炊きする炉の跡や、しっかりとした屋根を支えるような柱

の穴が見つかっていません。こうした建物の構造や、竪穴建

物跡に残されていた土器、石器の特徴、さらには科学的な年

代測定の結果から、竪穴建物跡の年代は、少なくとも、この

地域で定住生活が始まって間もない頃、縄文時代早期（そうき）

の初め頃（約９千年前）よりも古くなる可能性があります。

　竪穴建物跡には多くの石器や土器が出土したもの❽・も

あります。土器や石器からは、この頃、土器の装飾には “縄

文”❹も付けられるようになり、狩猟には槍ではなく弓矢（石

鏃（せきぞく））❺が用いられ、磨石（すりいし）や石皿（いしざら）❾・냠

で木の実を盛んに加工するようになったことも分かります。

　その他 18B 区では、焼けた石を集めた縄文時代早期？の

集石炉跡（しゅうせきろあと）、縄文時代後期（約４千年前）の

土器を敷いた施設なども見つかっています。

縄文時代早期前葉以前、9,000 年前をさかのぼる
̶丘の上のはじまりの “ムラ”̶が見つかった！

滝瀬遺跡 18B 区（1:250）
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